
鳥
取
。
日
久
美
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
鳥
取
県
米
子
市
目
久
美
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
次
調
査
　
一
九
九
六
年

（平
８
）
八
月
１

一
九
九
七

年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
帥
米
子
市
教
育
文
化
事
業
団

・
埋
蔵
文
化
財
調
査
室

４
　
調
査
担
当
者
　
平
木
裕
子

。
高
橋
浩
樹

５
　
遺
跡
の
種
類
　
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
晩
期
―
奈
良
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

目
久
美
遺
跡
は
Ｊ
Ｒ
米
子
駅
の
南
東
約
六
〇
〇
ｍ
の
市
街
地
の
は
ず
れ
に
あ

り
、
行
者
山
山
塊
北
側
の
山
裾

と
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
独
立
小

丘
に
囲
ま
れ
た
扇
状
に
広
が
る

山
裾
に
位
置
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
、
縄
文

時
代
早
期
末
―
弥
生
時
代
中
期

の
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
て
い
る
。
特
に
、　
一
九
八

二

・
八
三
年
の
米
子
市
教
育
委

員
会
に
よ
る
調
査
で
は
、
縄
文
時
代
で
は
中
期
の
貯
蔵
穴
四
人
基
、
早
期
末
―

晩
期
ま
で
の
包
含
層
が
確
認
さ
れ
、
多
量
の
上
器
、
石
器
と
共
に
骨
角
器
、
動

植
物
遺
体
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
弥
生
時
代
で
は
前
期
―
中
期
の
三
面
の
水
田

と
そ
れ
に
伴
う
用
排
水
路
が
確
認
さ
れ
、
木
製
農
具
、
生
活
用
具
、
建
築
材
な

ど
多
数
の
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。

今
回
の
調
査
で
は
古
墳
時
代
後
期
―
奈
良
時
代
の
水
田
の
畦
畔
、
自
然
流
路

な
ど
を
検
出
し
た
。
自
然
流
路
か
ら
は
流
木
と
と
も
に
櫂
状
木
製
品
、
鋤
、
人

形
な
ど
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
本
簡
は
土
坑
Ｓ
Ｋ
Ｏ

一
か
ら

一
点
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｋ
〇

一
は
直
径

一
・
八
ｍ
以
上
、
短
径

一
・
八
ｍ
、
深
さ
○

・
三
―
○

・
三

ｍ
を
は
か
り
、
奈
良
時
代
の
遺
物
が
出
土
し
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

⑪

　

「
見
見
□
大
大
大
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞己

Ｘ
じ

溢
Ｎ
霞

下
端
は
欠
損
し
、
裏
面
も
削
れ
て
い
る
。
表
面
も

一
部
が
削
れ
て
い
る
。
本

木
簡
は
習
書
木
簡
で
あ
ろ
う
。

（高
橋
浩
樹
）

一仮コ

(米 子)




